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QSOは極めて明るい活動銀河中心核であり、銀河形成と密接に係わっていると考えられている。宇宙論的な
階層構造形成のシナリオに基づいたQSO形成の従来の研究の多くは、QSOの形成とQSOの存在する dark halo
の形成が同一であるとし、1つの dark haloに 1つのQSOが存在するとしたモデルを用いて行われてきた。しか
しながら、1つの dark haloに銀河が 1つしか存在するとは限らないのと同様に、1つの dark haloに 1 つのQSO
が必ず存在するとは限らない。

そこで本研究では、階層的構造形成理論に基づいた銀河形成のモデルである準解析的モデルに、QSOのモデ
ルを組み合わせ、銀河とQSOの形成・進化を統一的に扱うモデルを構築し、QSOの存在する environmentの解
析を行った。QSOのモデルとしては、銀河がmajor mergerを起こした時に銀河中心に supermassive black hole
が形成され、ガスが供給されて光るというモデルを採用した。そして QSOの environment、即ち、どのような
dark haloに存在するのか、同一 dark haloに存在する他の銀河の形態との相関を調べ、さらにQSOの存在確率
分布を求めた。これを用いる事によりQSOを含む銀河団の観測からQSO形成の物理過程に制限を加える事がで
きる。


